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サ
ー
キ
ッ
ト
周
辺
の
駐
車
の
様
子 

 

                   

サ
ー
キ
ッ
ト
に
観
戦
に
来
た
観
客
の
自

家
用
車
が
沿
道
に
駐
車
し
て
あ
り
ま
す
。
今

で
は
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
大
胆
な
駐

車
の
光
景
で
す
ね
。 

（
稲
生
地
区
） 
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令
和
元
年
度 

主
な
受
け
入
れ
資
料 

＊
解
体
前
の
東
洋
紡
鈴
鹿
工
場
写
真
（
１
９
８
９
・
３
・
２
０
撮
影
） 

 

２
枚 

岸
岡
町
個
人 

 

＊
裃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
式 

 

木
田
町 

個
人 

 

＊
花
井
圭
一
氏
旧
蔵
資
料 

 
 
 
 

一
括 

 

牧
田
地
区
個
人 

＊
市
内
古
写
真
（
画
像
デ
ー
タ
） 

 

一
括 

 

神
戸
地
区
個
人 

 

＊
長
太
関
係
写
真
（
画
像
デ
ー
タ
） 

一
活 

 

長
太
公
民
館 

 

＊
伊
勢
湾
台
風
慰
問
さ
れ
る
皇
太
子
殿
下
と
岸
信
介
首
相
の
写
真 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
枚 

 

玉
垣
地
区
個
人 

 

＊
伊
勢
型
紙
小
本
・
道
具
類 

 
 
 
 

愛
宕
公
民
館
よ
り
移
管 

 

＊
南
部
芳
松
作
伊
勢
型
紙
額
他 

 
 
 
 
 
 

若
松
地
区
個
人 

 

＊
林
崎
町
自
治
会
文
書
（
寄
託
） 

 
 

 
 
 

林
崎
町
自
治
会 

＊
伊
勢
型
紙 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
５
０
枚 

四
日
市
市
個
人 

新収蔵資料の紹介 

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
九
月
二
十
日
に
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
は
開
業
し

ま
し
た
。
そ
し
て
，
そ
の
年
の
十
一
月
三
日
・
四
日
に
第
一
回
全
日
本
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
初
の
舗
装
路
面
サ
ー
キ
ッ
ト

で
あ
る
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
の
初
の
レ
ー
ス
で
あ
り
，
日
本
に
お
け
る
本
格
的

な
レ
ー
ス
の
幕
開
け
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
よ
う
と
詰
め
か
け
た

観
衆
は
約
二
十
七
万
人
と
い
わ
れ
て
お
り
，
車
の
渋
滞
は
名
古
屋
ま
で
続
い
て

い
た
そ
う
で
す
。 

 

こ
の
写
真
は
，
そ
の
渋
滞
の
様
子
を
鈴
鹿
市
住
吉
で
撮
影
し
た
一
枚
で
す
。

ま
だ
未
舗
装
の
住
吉
地
区
内
の
道
路
に
延
々
と
続
く
車
の
列
や
そ
れ
を
見
物

す
る
沿
道
の
人
々
の
様
子
が
写
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 



 

  
鈴
鹿
市
白
子
は
古
く
か
ら
、
着
物
の
文
様
の
も
と
に
な
る
型
紙
の

生
産
の
み
な
ら
ず
、
徳
川
御
三
家
の
一
つ
・
紀
州
藩
の
手
厚
い
保
護

を
受
け
て
全
国
の
紺
屋
（
染
め
物
屋
）
に
行
商
し
、
堅
実
な
商
法
で

財
を
成
し
た
伊
勢
商
人
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
来
ま
し
た
。 

郷
土
資
料
室
の
収
蔵
庫
に
は
、
明
治
維
新
で
株
仲
間
の
特
権
を
失

い
、
徴
兵
制
や
近
代
化
の
煽
り
を
ま
と
も
に
受
け
な
が
ら
、
型
売
り

業
者
と
し
て
伝
統
技
術
の
継
承
に
粉
骨
砕
身
し
た
山
中
重
兵
衛
・
小

林
喜
蔵
兄
弟
（
以
降
敬
称
略
）、
及
び
そ
の
子
息
宛
の
葉
書
や
書
簡 

６
８
６
２
通
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
明
治
か

ら
大
正
時
代
の
世
相
や
事
件
、
気
象
や
災
害
に
ま
つ
わ
る
生
の
記
録

や
、
旅
や
商
い
の
苦
悩
、
切
実
な
親
心
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

左
の
写
真
は
「
白
子
町
字
中
町
一
部
分
之
景
」
と
印
刷
さ
れ
た
山
重

型
紙
商
店
（
明
治
四
十
一
年
）
と
、
山
中
重
兵
衛
が
四
国
に
回
商
し
た 

際
宿
泊
し
た
、
主
な
旅
館
の
一
部
（
当
時
の
写
真
付
年
賀
葉
書
）
で
す
。 

   
 

                

 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
以
後
Ｍ
）
６
級
の
地
震
の
２
０
％
が
日
本
付

近
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｍ
９
を
記
録
し
た
２
０
１
１
年

の
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
が
度
々
日
本
を
脅

か
す
中
、
現
在
で
も
南
海
ト
ラ
フ
や
千
島
海
溝
沿
い
な
ど
巨
大
地
震

発
生
の
可
能
性
が
警
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
、
九
月
に

「
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
」（
千
葉
県
を
中
心
に
大
規
模
停
電
）
・
十
月

に
「
同
東
日
本
台
風
」（
相
次
ぐ
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
大
規
模
浸
水
）
が
発

生
し
、
未
曾
有
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

「
山
中
重
兵
衛
文
書
」
の
葉
書
に
は
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
経
験

し
た
地
震
や
風
水
害
の
記
録
が
多
数
見
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、
そ
れ

ら
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
、
明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
に
起
き
た
、Ⅿ

８
の
濃
尾

大
地
震
（
全
国
の
死
者
７
２
７
３
人
・
三
重
県
の
家
屋
倒
壊
２
１
１
戸
）
の

記
録
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
山
中
家
に
は
「
過
般

か
は
ん

者 は

非
常
之
大
地

震
、
貴
館
／
御

変
か
わ
ら

セ
モ
如
何
候
ヤ
、
乍
略
御
見
舞
／
申
上
候
、
次
ニ

弊
店
無

変

か
わ
り
な
く

、

乍

憚

は
ば
か
り
な
が
ら

／
御
投
神
祈
之
候
、
先
者

ま
ず
は

、
愚
書
ヲ
／
以
テ

御
見
舞
申
述
候
」（
№
２
４
５
８ 

明
治
二
十
四
年
十
一
月
一
日 

阿
波
国

勝
浦
郡
小
松
島
村
大
字
中
田
村 

吉
成
萬
次
郎
）
他
多
数
の
見
舞
状
が
届

き
、
同
年
十
一
月
九
日 
桑
名
本
町 

植
村
経
治
郎
は
「
○
貴
地
ハ

如
何
、
当
地
今
ニ
時
々
震
動
有
之
、
少
ナ
キ
ハ
一
日
二
三
回
、
多
キ

ト
キ
ハ
六

回
以
上
モ

震
動
有

之
、
小
子

ハ
未
タ
き 着

の
み
き

身

着

の

ま
ゝ

儘

に
て

毎
夜
臥 が

床
し
ょ
う

致
い
た
し

居 お
り

候
、
〇
今
回
ノ
震
災
ニ
テ
モ
、
不
思
儀
ニ
モ
親
類

幷
知
己
ノ
内
ニ
死
亡
人
ハ
無
之
、
負
傷
セ
シ
モ
ノ
ハ
両
三
名
御
坐
候

得
共
、
何
れ
モ
軽
傷
ニ
テ
最
早
皆
全
快

致
い
た
し

居 お
り

、
小
子
ニ
承
リ
テ
モ
幸

福
ニ
御
坐
候
、（
№
２
４
６
２
）」
と
余
震
の
回
数
も
具
体
的
に
記
し

て
い
ま
す
。 

時
代
は
下
り
ま
す
が
、
大
正
十
四
年
五
月
二
十
四
日 

山
中
重
兵

衛
が
、
静
岡
県
田
方
郡
の
三
島
郵
便
局
留
置
で
回
商
中
の
息
子
・
孝

三
郎
に
宛
て
た
葉
書
に
は
「
伊
勢
屋
旅
館
ゟ
の
振
替
送
／
金
相
達
し

候
間
、
御
安
心
被
下
度
候
、
小
田
／
原
へ
一
書
投
函
致
し
置
、
定
召

さ
だ
め
し

御
出
／
向
之
上
御
接
手
被
成
候
哉
、
昨
日
午
／
前
十
一
時
の
地
震

ハ
、
当
地
ニ
於
て
ハ
前
年
関
／
東
強
震
之
節
ゟ
も
一
層
激
烈
ニ
は
／

感
じ
候
事
故
、
御
地
方
の
状
態
如
何
哉
と
心
痛
致
し
居
候
所
、
今
朝

の
新
聞
紙
ニ
て
全
く
但
馬

た
じ
ま

（
兵
庫
県
）
の
中
心
な
り
し
事
分

明

ぶ
ん
み
ょ
う

〔
は
っ

き
り
〕
致
し
、
災
害
地
の
悲
惨
推
量
同
情
致
し
申
候
」（
№
６
６
１
９
）

と
、
北
但

ほ
く
た
ん

大
震
災
（
豊
岡
・
城
崎
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
死
者
４
２
０
人

を
出
し
たⅯ

６
．
８
の
地
震
）
の
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。 

次
に
暴
風
雨

の
記
録
を
み
て

い
き
ま
す
。
明

治
二
十
二
年
九

月
十
二
日
、
四

日
市
市
浜
町
の

山
本
利
助
と
近

藤
伊
七
の
連
名

で
、「
尊
地
暴
風
雨
之
為 た

メ
高
浪
ニ
発
シ
タ
ル
由
、
実
ニ
今
回
／
之
洪

水

甚
は
な
は

タ だ

恐
ル
ベ
シ
、
御
艱
難

ご
か
ん
な
ん

ト
奉
存
候
、 

拙
地
之
儀
、
海
岸
及
浜

町
近
傍
之
町
々
ハ
弐 ニ

尺
三
尺
〔
６
０
～
９
０
ｃ
ｍ
〕
計
高
水
ニ
相
成 な

る

な

山
中
家
文
書
の
紹
介
① 

災
害
や
伝
染
病
の
記
録 

 

№９７４ 高松市御坊町・あみた 小西旅館（大正 2 年） 

 

№１５５５ 伊予西條大町・立田山旅館（大正五年） 
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り
、
拙
宅
ハ
無
事
御
休
神
被
下
〔
御
安
心
下
さ
い
〕、
本
家
之
方
ハ
弐 ニ

尺
余
高
水
ニ
掛
り
タ
ル
為 た

メ
ニ
、
家
内
共
救
助
ニ
出
張
仕
候
、」（
№
２

３
２
３
）
と
あ
り
、
翌
日
、
近
藤
伊
七
か
ら
再
び
、「
乍 さ

っ

早

速

そ
く
な
が
ら

申
上

候
、
陳
者

の
ぶ
れ
ば

〔
さ
て
〕、
此
間
者
御
母
上
様
ニ
ハ
／
長
々
御
て
つ
だ
い

被
下

く
だ
さ
れ

、
千 せ

ん

万
難

ば
ん
あ
り

有
が
た
き

仕

合

し
あ
わ
せ
に

／

奉
ぞ
ん
じ

存

候

た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う

、
右
、
御
礼
申
上

候
、
陳 の

ぶ

ル
処

る
と
こ
ろ

、
本
月
十
一
日
／
大
雨
風
ニ
て
、
午
後
七
時
頃
ゟ よ

り

水
入

仕
、
畳
ノ
／
上
弐 ニ

尺
〔
約
６
０
ｃ
ｍ
〕

計
ば
か
り

も
あ
が
り
、
甚
ニ
な
ん
じ

（

難

渋

う ）

／
仕
候
、
右
之
次
第
一
寸

ち
ょ
っ
と

申
上
候
、
先
者

ま
ず
は

、
御
礼
／

旁
か
た
が
た

申
上
候

（
№
２
３
２
４
）
」
と
本
家
の
惨
状
を
述
べ
て
い
ま
す
。 

大
正
二
年
十
月
九
日 

津
市
芸
濃
町
椋
本
の
佐
野
良
吉
は
安
濃

あ
の
う

川

の
氾
濫
を
、「
此
度
風
雨
害
之
御
見
舞
／
奉
謝
候
、
幸
ニ
樹
木
の
損
害

免
レ
／
格
別
之
障
無
之
候
間
、
御
休
意
被
下
度

く
だ
さ
れ
た
く

、
／
安
濃
川
ハ
非
常

之
大
水
ニ
而
、
流
失
家
屋
等
有
之
、
一
家
挙
而

あ
げ
て

水
死
無
残
之
至
ニ
存

候
、
随
分
川
添
之
惨
害
目
／
ヲ
当
ラ
レ
ヌ
次
第
ニ
有
之
候
、（
№
１
０

８
６
）
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
大
正
四
年
五
月
二
十
一
日
、
健
四
郎
（
山
中
重
兵
衛
の
子
）

は
、
徳
島
市
東
舩
場
町 

布
屋
旅
館
に
宿
泊
中
の
兄
・
孝
三
郎
に
、

次
の
よ
う
な
四
万
十

し

ま

ん

と

川
の
惨
害
を
案
ず
る
葉
書
を
出
し
て
い
ま
す
。 

「
大
木
（
東
京
深
川
区
で
染
色
標
本
・
美
術
模
様
本
・
小
紋
製
本
を
手
掛

け
る
大
木
共
進
堂

の
事
）
注
文
品
承

知
仕
候
、
／
昨

廿 二
十

日
附
信
書
、

本
日
午
后後

六
時

接
手
致
／
シ
、

御
健
全
ニ
御
地

へ
着
被

つ
き
な

成 さ
れ

、
一

同
安

堵

仕

あ
ん
ど
つ
か
ま
つ
り

居

候

お
り
そ
う
ろ
う

、
当
地
モ
廿
日
午
后
二
時
頃
ハ
、
凄
マ
シ
キ
／

雷
鳴
ト
同
時
ニ
大
井
ナ
ル

雹
ひ
ょ
う

相
降
リ
、
昨
廿
一
日
ハ
／
朝
来
西
ノ
風

甚

敷

は
な
は
だ
し
き

儀
ニ
冷
気
相
加
リ
、
昨
／
夜
ノ
一
時
過
ギ
ハ
強
震
在
之

こ
れ
あ
り

、
本

日
ハ
幸
ニ
本
順
気
ニ
回
復
致
シ
、
新
聞
紙
ノ
報
ズ
ル
所
ニ
依 よ

レ
バ
、

／
去
拾 十

一
日
ノ
降
雨
ニ
テ
四
万
十
川

し
ま
ん
と
が
わ

出
水
致
シ
、
拾
二
日
／
ノ
渡
舩

中
激
流
ノ
タ
メ
ニ
顛
覆

て
ん
ぷ
く

シ
テ
、
女
学
生
其
／
他
十
名
ノ
溺
死
者
ヲ
見

ル
様
ノ
不
幸
在
之
、
将
来
渡
／
舩
ノ
節
ハ
十
分
警
戒
被
成
度

な
さ
れ
た
く

候
、
右

請
案
内

旁
か
た
が
た

／
無
事
御
報
迄
（
№
１
９
２
２
）
」 

  

次
に
、
伝
染
病
に
関
す
る
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。
現
在
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
同
様
の
騒
動
が
、
明
治
時
代
も
起
き

て
い
ま
す
。 

 

明
治
十
九

年
二
月
十
五
日 

徳
島
県
勝
浦
郡

中

郷

邨

な
か
の
ご
う
む
ら

（
小
松

島
市
）
の
桂
種

吉
は
、「
当
地

モ
、
過
般
来

か
は
ん
ら
い

ヨ

リ
セ
キ
リ

赤

痢

病
流
行
致
シ
、
是 こ

れ

ガ
為 た

め

、
当
地
及
小
松
島
第
一
ト
シ
テ
、

当
勝
浦
之
郡
中
ハ
所
々
ニ
テ
通
行
留
ト
相
成
、
故
ニ
諸
職

し
ょ
し
き

売
人
ト
モ

皆
々

休
き
ゅ
う

業
ぎ
ょ
う

致
い
た
し

罷
ま
か
り

在 あ

ル
、
先
第
一
、
紺
屋
ハ
何
れ
モ
徳
島
江
通
行

被
差
留

さ
し
と
め
ら
れ

、
右
之
次
第
ニ
テ
甚
ダ
不
経 景

気
之
至
り
ニ
御
座
候
間
、
若 も

シ し

貴
君
ニ
於
テ
、
此
際
イ
御
出
立
被
成

ご
し
ゅ
っ
た
つ
な
さ
れ

候
テ
モ
、
当
地
迄
之
御
出
頭
被 な

成
事

さ
る
こ
と

無
ツ
ケ

む

つ

か

敷 し
く

候
ニ
付
、（
中
略
）
通
行
留 ど

め

モ
壱
周

一

週

間
ト
ノ
ウ
ワ
サ

ハ
有
之
候
得
共
、
未
ダ
是
ニ
決
セ
ズ
候
ニ
付
、
此
儀
ハ
後
日
ニ
不
限

ラ
、
通
行
明
キ
次
第
、
無 ゆ

だ

油 ん

断 な
く

御
報
知
可
申
候
間
、
先
夫

ま
ず
そ
れ

迄
ハ
、
当

地
江
御
下
り
之
義
御
控
え
居
可
被
降

お
り
く
だ
さ
る
べ
く

、」（
№
２
１
５
７
）
と
感
染
拡
大

を
防
ぐ
為
、
道
が
封
鎖
さ
れ
た
事
を
重
兵
衛
に
知
ら
せ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
二
十
七
日
付
で
、
封
鎖
が
解
か
れ
た
の
で
残
り
の
荷
物
を

蒸
気
船
で
大
阪
へ
積
送
し
た
事
、
混
雑
の
為
、
播

州

ば
ん
し
ゅ
う

路 じ

（
兵
庫
県
）

を
先
に
片
付
け
る
よ
う
忠
告
し
て
い
ま
す
。（
№
２
１
５
８
） 

ま
た
、
同
年
十
月
二
十
日
、
四
日
市
市
浜
町 

山
本
利
助
か
ら
の

葉
書
は
、「
当
所
祭
礼
之
儀
、
悪
病
流
行
ノ
為
延
引
相
成
リ
申
候
所
、

右
流
行
病

は
や
り
や
ま
い

も
追
々
静
マ
リ
候
故
、
本
月
廿 二

十

六
・
七
日
両
日
ニ
祭
典
可

相
成
候
間
、
御
都
合
御
越
被
下
度
奉

お
こ
し
く
だ
さ
れ
た
く
ね
が
い

願

上

候

あ
げ
た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う

、」（
№
２
１
７

５
）
と
、
当
時
「
東
海
の
三
大
祭
」
と
称 た

た

え
ら
れ
た
四
日
市
祭
（
諏
訪

神
社
の
例
祭
）
が
一
ヶ
月
延
期
に
な
っ
た
事
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

同
様
の
記
事
は
、
明
治
二
十
七
年
九
月
十
三
日 

阿
波
小
松
島
（
現

徳
島
県
小
松
島
市
）
吉
成
万
治
の
葉
書
に
も
見
ら
れ
、「
当
地
紺
屋
染
仕

事

幷
な
ら
び

ニ に

商
況
之
義
ハ
、

如
お
お
せ
の

仰
ご
と
く

日
清
事
件
以
来
格
別
ニ
不
振
ヲ
来 き

た

シ
、
染
物
等
ハ
何
レ
モ
少
数
之
趣
ニ
見
聞
仕
候
、
本
年
ハ
夏
以
来
悪

病
流
行
致
、
至
極
物
騒
ニ
御
座
候
、

乍

併

し
か
し
な
が
ら

、
弊 へ

い

村 そ
ん

ニ
於
テ
ハ
余
り

病
人
モ
無
之

こ
れ
な
く

候
、
其
内
ニ
ハ
病
気
モ
薄
ラ
ギ
可
申
、
尚
其
折
ニ
ハ
御

報
知
可
申
上
候
、」（
№
６
）
と
重
兵
衛
に
出
張
は
少
々
見
合
わ
せ
る
よ

う
通
知
し
、

十
月
十
六

日
、
余
り
上

景
気
で
は
な

い
と
念
を
押

し
な
が
ら

「
此 こ

の

比 ご
ろ

者 は
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流 は
や

行 り

病
や
ま
い

モ
余
程
ス
ク
ナ
ク
相
成
候
ニ
附
テ
ハ
、
紺
屋
之
方
モ
先 ま

ず

中
景

気
ニ
候
得
者
、
其
御
地
御
都
合
ニ
依
而
御
入
来

ご
じ
ゅ
ら
い

之
程
、

可
し
か
る

然 べ
き

ル よ
う

様
い
た
し

奉

た
て
ま
つ
り

致
そ
う
ろ
う

候
」（
№
１
２
）
と
流
行
の
終
息
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

伝
染
病
拡
大
の
要
因
は
、
帰
還
軍
人
の
す
し
詰
め
状
態
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
状
況
は
明
治
三
十
六
年
五
月
二
十
八
日
、
羽
前

う
ぜ
ん

国

上

の
く
に
か
み

ノ
山

の
や
ま

停
車
場
（
現
山
形
県
上
山
市
）
に
て
杉
崎
七
兵
衛
（
重
兵
衛

と
親
交
の
深
い
、
大
変
筆
ま
め
な
型
紙
商
）
が
記
し
た
次
の
葉
書
に
書
か

れ
て
お
り
、
七
兵
衛
が
ス
リ
盗
ら
れ
た
品
々
か
ら
回
商
中
の
持
ち
物

を
知
る
事
も
出
来
ま
す
。 

「
下 げ

拙 せ
つ

儀
、

本
日
米
沢
ゟ
汽
車

二
乗
車
ノ
際
、
当

県
ゟ
韓
国
戻
リ
ノ

兵
士
多
ク
乗
降
ニ

テ
、
停
車
場

甚
は
な
は

タ だ

混
雑
中
、
手
荷

物
多
キ
故
カ
タ

肩

ニ

掛 か
け

居 お
る

カ
バ
ン
ヲ
明
ケ
紙
包
一
ツ
ス
リ
取
ラ
レ
、
品
ハ

幸
さ
い
わ

ヒ い

一
番
軽
キ

品
ナ
レ
共
、
旅
中
諸
費
録
・
諸
事
録
・
懐
中
日
記
、
其 そ

の

他 ほ
か

書
付
類
ニ

テ
、
懐
中
日
記
ハ
下
拙
ノ
本
年
度
出
入
ゟ よ

り

一
切
ヲ
記
シ
在
、

甚
は
な
は

タ だ

差

支
候
へ
と
も
何
共
致
方
無
之
、
懐
中
ニ
ハ
凡
十
円
余
所
持
ノ
所
、

先
々
大
難
ヲ
小
ニ
シ
テ
本
年
ノ
厄
ノ
カ
レ

逃

れ

トと

諦
あ
き
ら
め

候
そ
う
ろ
う

」（
№
４
６
２

４
） ま

た
、
盗
難
に
つ
い
て
は
、
重
兵
衛
の
息
子
孝
三
郎
も
、 

大
正

二
年
五
月
一
日 

回
商
先
の
広
末
（
高
知
市
浦
戸
町
）
か
ら
「
昨
三
十

日
ヲ
以
テ
県
下
ノ
商
用
モ
全
部
手
仕
舞

て

じ

ま

い

／
ニ
相
成
候
間
、
今
朝
徳
島

へ
出
立
可
致
筈
ノ
／
所
、
昨
夜
ヨ
リ
非
常
ノ
豪
雨
ニ
テ
近
所
へ
出
ツ

ル
／
事
ス
ラ
難
出
来
場
合
ニ
付
、
空
シ
ク
雨
ノ
歇 や

／
ム
ヲ
待
居
候
、

先
便
ニ
申
上
候
身
体
不
快
ナ
リ
／
シ
所
ハ
幸
ニ
僅
カ
一
日
ニ
テ
全
快

致
シ
候
間
、
／
安
心
被
下
候
、
何
レ
徳
島
へ
着
ノ
定
日
ハ
又
／
々
后 後

便
ニ
申
上
候
得
、
晴
天
ナ
レ
ハ
四
日
目
ニ
ハ
／
着
徳
ス
ル
考
ニ
御
坐

候
、
去
ル
廿
八
日
夜
一
時
半
頃
／
屋
根
伝
ニ
盗
人
忍
入
、
拙
者
不
快

中
ニ
テ
目
ヲ
醒
シ
居
候
／
間
、
家
族
ヲ
呼
起
シ
候
故
逃
走
無
難
也
、

然
ル
ニ
、
翌
晩
又
々
／
裏
坐
敷
ノ
二
楷 階

へ
忍
入
、
客
人
ノ
カ
バ
ン
・

時
計
・
金
子
ヲ

窃
ぬ
す
み

取
逃
去
候
、」（
№
１
０
４
５
）
と
、
二
晩
も
続
け
て

旅
館
に
泥
棒
が
入
っ
た
事
を
記
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
寒
冷
地
特
有
の
霜
害

そ
う
が
い

や
柿
の
凶
作
も
、
型
紙
の
売
り
上

げ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
事
が
わ
か
り
ま
す
。
明
治
三
十
九
年
五

月
十
八
日
、
山
形
市
に
回
商
中
の
杉
崎
七
兵
衛
が
、
高
知
市
に
回
商

中
の
重
兵
衛
に
出
し
た
葉
書
に
は
「
当
地
景
況
御
通
知
申
上
候
通

り
、
本
年
又
も
大
大
霜
害
、
誠
ニ
東
北
ハ
三
十
五
年
以
来
連
続
ノ
災

害
ニ
ハ
、

殆
ほ
と
ほ

ト と

閉
口
仕
候
、」（
№
５
２
２
２
）
と
あ
り
、
同
年
十
月
七

日
、
白
子
の
島
村
次
助
が
高
松
市
に
回
商
中
の
砂
屋
利
吉
方
の
重
兵

衛
に
出
し
た
葉
書
に
は
「
本
年
柿
渋
、
美
濃
及
山
城
（
現
在
の
岐
阜
県

と
京
都
府
）
ハ
平
年
作
ナ
レ
共
、
備
後

び
ん
ご

（
現
在
の
広
島
県
）
凶
作
ノ
為
影

響
ヲ
及
シ
、
且

ツ
人
気
相
場
ノ

為
非
常
ニ
高

価
、
驚
候
、」（
№

５
３
０
５
）
と
あ

り
ま
す
。 

柿
渋
と
は
、
八
月
頃
に
採
取
し
た
最
も
渋
み
の
強
い
柿
を
、
そ
の

日
の
う
ち
に
砕
い
て
搾
り
濾
過
し
て
長
期
保
存
（
熟
成
）
さ
せ
た
物

で
す
。
手
漉

て

す

き
の
和
紙
を
三
枚
程
柿
渋
で
貼
り
合
わ
せ
、
乾
燥
さ
せ

た
丈
夫
な
型
地
紙
は
、
伊
勢
型
紙
の
生
産
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
物

で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
渡
邉
潤
子
） 

 

今
回
は
、「
山
中
重
兵
衛
文
書
」
か
ら
災
害
に
関
す
る
資
料
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
が
、
同
資
料
は
近
現
代
史
を
知
る
宝
庫
、
ま
だ
ま
だ
ご

紹
介
し
た
い
葉
書
が
山
積
し
て
い
ま
す
！
次
回
か
ら
は
、
山
中
家
の

商
売
を
支
え
た
家
族
を
は
じ
め
様
々
な
注
文
書
や
道
具
類
、
品
評
会

や
共
進
会
に
於
け
る
重
兵
衛
の
活
躍
な
ど
を
テ
ー
マ
に
書
き
記
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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